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健康栄養科学研究科 健康栄養科学専攻の特色
健康栄養科学研究科は、「栄養」「健康」「運動」「食の安心安全」をキーワードに健康栄養科学分野に関する幅
広い専門的知識と技術の習得によって、地域や国際社会に指導的立場で貢献できる人材を養成します。

健康栄養科学専攻は、地域的・時代的要求に応え、「栄養」と「身体活動」を基本とした健康増進活動や健康栄
養教育の“健康栄養教育学分野”及び食事提供現場、食品・医療関連産業において食物アレルギー等の食品の品質
や安全に関わる“食品安全学分野”に特化した人材を養成する大学院です。専門応用を究めることを目指す学生に
は、更に大学院での継続した教育研究が必要であることは言うまでもなく、本学に健康栄養学科を基礎とし、特
色ある修士課程の新設により、学部で学んだ専門領域知識を基盤として、継承・発展させることが可能となり、
北海道民に期待される使命とも考えています。

「健康栄養科学専攻」の教育研究上の理念と目的
健康栄養科学専攻は、鶴岡学園が築いた実学重視の伝統を受け継ぎ、「豊かな人間性」、「健全な社会性」、「高い
専門性」を有する人材の育成の教育理念を再確認するとともに、新時代における実学の創成、伝承の拠点として
発展するための中・長期的な目標を以下のように定めています。

⚑．鶴岡学園は、長い間、北海道の栄養士養成と食文化教育の一翼を担い、その目的は食生活改善および栄養指
導を行うための実践的学問の追求にあります。本専攻における教育研究の目標は真摯な研究を通して実学の追
求にあることを再確認し、学部教育を基礎として、人に深く関わる健康栄養に関して今日的課題の正確な理解、
観察力、分析・評価能力、表現能力を持った豊かな人間性を持った健康・栄養のスペシャリストとしての専門
性を高めます。

⚒．本学の学則の「豊かな人間性を涵養するため幅広い知識を授けるとともに、理論と実践にわたり深く学術の
教育と研究を行い、国際社会の一員として、世界の平和と人類の進歩に貢献し得る人材の育成を目的とする」
にありますように、本専攻は時代が求める幅広い知識と専門性はもとより、国際標準の業務手順にも対応でき
るようなより深化した栄養士や管理栄養士教育の確立に努めます。

⚓．道央圏における地域社会との連携のために、地域における医療・福祉施設、健康関連団体、教育機関が主催
する健康づくり事業、インターンシップなど産学共同事業等を積極的に推進するとともに、地域の住民に生活
習慣病などの予防に関する意識を啓発し、日常的に健康増進を積極的に支援し、地域社会との連携を深め、地
域の発展に貢献します。
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健康栄養科学専攻修士課程の教育内容と養成する人材
乳幼児のプライマリーヘルスケアから、児童生徒、青年期ならびに疾病予防と健康増進、介護予防を課題とす
る壮年期、高齢期の各ライフステージに対する健康栄養教育の社会的役割は非常に大きくなっています。本学健
康栄養学科は、栄養士・管理栄養士の養成施設校であり、⚗つの区分からなる教育課程を通して給食等の食品関
連産業における即戦力となるべき人材を育成することを実践しています。本専攻では、学部学科の教育課程を基
礎として、これに加えてより高い専門性を持った職業人の養成を目的としており、以下に示すような専門的かつ
基礎的素養を涵養するため⚒つの分野で構成されています。

⑴ 健康栄養教育学分野
「健康栄養教育学分野」には、柱となる専門科目の「健康教育学特論」、「栄養教育学特論」とそれらの「特論演
習」を通して、栄養学の最新の知見、栄養教育、企業における健康経営など社会、地域貢献にも配慮した実践的
な栄養管理・教育指導方法などについて学びます。また、専門基礎科目「健康体力科学特論」、「食品機能学特論」、
「食行動科学特論」、「公衆衛生学特論」等を配置した教育課程により、「栄養」と「身体活動・運動」を組み合わ
せて、小児から高齢者までのライフステージの特徴を捉え、健康を維持・増進するための高度な専門知識を学び
ます。即ち、健康の基盤となる食生活の構築、食品の機能性、運動特性と栄養摂取、地域の特性を踏まえた健康
づくりの方策などによる心身ともに活動的な生活習慣の形成を通して、生活習慣病および介護予防と生活の質を
向上させる指導環境づくりのもとで健康栄養教育方法論に基づく実践力と優れた観察力と豊かな人間性を醸成す
ることを特色としています。

「健康栄養教育学分野」では、「栄養」と「身体活動」を組合せ、健康を維持・増進するための高度な専門知識、
即ち、健康の基盤となる食生活の構築、食品の機能性、運動特性と栄養摂取、地域の特性を踏まえた健康作りの
方策など生活習慣病の予防と生活の質“QOL”を向上させる高度な健康栄養教育を給食、医療、介護、教育施設や
自治体等の現場で遂行できる実践力を有する指導的な人材を養成します。

⑵ 食品安全学分野
「食品安全学分野」には、柱となる「食物アレルギー学特論」、「食品衛生学特論」及び実験科学を基礎としたそ
れらの「特論実験」科目により食品の安全性について専門知識と技術を学びます。また、国際標準の安全性評価
の手法に科学的根拠を与える専門基礎科目「生化学特論」、「バイオテクノロジー特論」、「食品機能学特論」及び
「公衆衛生学特論」を通して、食物アレルギーなど人体への作用やその特異性など、食品による健康機能の解明、
遺伝子レベルの分子栄養学の基礎となる生化学技術、バイオテクノロジー技術、保健医療活動に関する最新の知
識・技術を習得できるようにしています。この教育課程により、健康の基礎となる食品の安全・安心についての
高度な専門知識が必要とされる学校給食などの食事提供事業所、食品関連事業所などで、食物アレルギー、食中
毒等の食品衛生、食の安全確保に必要な仕組み、科学的評価・管理などへ有効な実践法の開発を志向する幅広い
知識と専門性を有する実践的な人材を養成することを特色としています。
「食品安全学分野」では、学校給食などの食事提供事業所、食品関連事業所などで、とりわけ北海道地域の際だっ
て高い児童・生徒の食物アレルギー有病率、依然として発生する各種の食中毒など、食の安全確保に必要な仕組
み、原因物質の検査分析法、科学的評価・管理に関して幅広い知識、業務の正確性、緻密性、食品衛生への優れ
た専門性を有し、主に食品衛生、食品製造供給、医薬分野での研究開発、設計、品質管理及び検査機関や自治体
の衛生管理スタッフとして実践的な人材を養成します。
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北海道文教大学大学院健康栄養科学研究科修士課程
健康栄養科学専攻「⚓つのポリシー」

⚑．アドミッションポリシー
健康栄養科学専攻は、高度化・多様化する食と健康の諸問題に取り組み、健全で快適な人間生活の実現を目指
して、大学院教育を受けるにふさわしい能力・適性を備え、豊かな感性と深い見識と人間重視の視点から健康問
題の解決に寄与できる専門的能力を活かして活躍できる人材の育成を目標とし、この目標を達成するために、求
める学生は以下のとおりとする。

① 行政、学校、病院、各種施設等において健康教育指導、給食等食事提供における食品の安全管理的な知識・
技術を身につけたい人
② 食品産業において、研究開発に従事し、消費者の立場で食品の品質や安全性管理などを判断し、解決できる
実践的な知識・技術を身につけたい人
③ 栄養士養成系大学の教育者・研究者、特に実験・実習の指導ができる知識・技術を身につけたい人

⚒．カリキュラムポリシー
健康栄養科学専攻は、教育上の理念と目的に基づいて各々「健康栄養教育学分野」及び「食品安全学分野」の
⚒分野を設ける。本専攻では、高度で専門的な健康栄養科学を追究し、知識・技術を修得するため、

① 研究科共通で栄養学、健康体力科学、食品衛生学、生化学・分子生物学などの健康栄養科学の多様性に触れ
る目的で、「健康栄養科学特論」、「公衆衛生学」を開設する。また、自らの研究成果を発表・アピールするため
の「プレゼンテーション技術演習」、「学術論文作成法」の科目を開設する。
② 「健康栄養教育学分野」では、健康増進、QOLの向上のため、食と栄養を乳幼児から高齢者までの人間生活全
体としてとらえ、身体活動・運動、健康体力とメンタルヘルス、栄養管理・指導方法の健康栄養教育学の総合
的な指導・研究に係わる科目を開設する。
③ 「食品安全学分野」では、食品成分や食物アレルギーなどの特徴やその機能性を把握し、それらに対する人体
の応答・代謝を研究し、食の安全性評価法、食品分析技術、食品衛生指導法などの総合的な指導・研究に係わ
る科目を開設する。

⚓．ディプロマポリシー
修士課程において、所定の単位を修得し、本研究科が行う修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（健
康栄養科学）を授与する。
修士課程修了にあって、以下の点に到達していることを評価・判定の目安とする。

① 健康増進を求める北海道の地域住民が抱える生活習慣病、加齢に伴う健康不安などの問題、健康の基本であ
る食品の安心・安全に対する社会の関心を的確に把握し、今後展開されるより高度な社会システムの構築や産
業構造に対応できる高度な専門知識と研究技術を習得している。
② 地域の特性を踏まえ、医療・福祉施設、保健行政機関、教育機関などによる事業の計画、実施、評価の活動
に関わるなど、QOLを向上させるための健康教育の指導能力、実践力、観察力と豊かな人間性を有する高度専
門職業人として、とるべき施策を提起することを自らの使命と感じている。
③ 学校給食などの食事提供事業所、食品関連事業所などにおいて、児童・生徒の食物アレルギー有病率、各種
の食中毒などの要因について、食の安全確保に必要な仕組み、原因物質検査法、科学的評価・リスク管理を実
践するための知識、食品衛生の国際標準などの専門性の能力を身につけている。

修士論文の審査および最終試験は、上記の目安を勘案し、修士論文が学術的意義、新規性、創造性、応用的価
値を有し、また、学位申請者が研究の推進能力、研究成果の論理的説明力、研究分野に関連する幅広い専門的知
識、倫理性などを有しているかを複数の審査員により審査する。
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大学院健康栄養科学研究科履修について
修士課程において、⚒年以上在学し、専修分野（健康栄養教育学分野、食品安全学分野）の一つを選択し、主
要（柱）科目の講義⚔単位、実験・実習⚔単位（⚒年間に渡り履修）、健康栄養科学特別総合実験・演習⚘単位（⚒
年間に渡り履修）、必修⚒科目（健康栄養科学特論、公衆衛生学特論）⚔単位を履修するとともに、その他の科目
（実験・演習科目を除く）を選択履修し、合計30単位以上を履修しなければならない。

履修モデル（⚒年間）
（健康栄養教育学分野・履修モデル）

⚑年次 健康栄養科学特論 ⚒単位 必修 ⚑前期

健康教育学特論 ⚒単位 選必 ⚑前期

健康教育学特論演習 ⚒単位 選必 ⚑前期

食行動科学特論 ⚒単位 選択 ⚑前期

健康スポーツ栄養学特論 ⚒単位 選択 ⚑後期

公衆衛生学特論 ⚒単位 必修 ⚑後期

栄養教育学特論 ⚒単位 選必 ⚑後期

栄養教育学特論演習 ⚒単位 選必 ⚑後期

健康体力科学特論 ⚒単位 選択 ⚑後期

プレゼンテーション技術演習 ⚒単位 選択 ⚑後期

⚒年次 学術論文作成法 ⚒単位 選択 ⚒前期

⚑・⚒年次 健康栄養科学特別総合実験・演習 ⚘単位 必修 ⚑～⚒通年

合 計 30単位

（食品安全学分野・履修モデル）

⚑年次 健康栄養科学特論 ⚒単位 必修 ⚑前期

食物アレルギー学特論 ⚒単位 選必 ⚑前期

食物アレルギー学特論実験 ⚒単位 選必 ⚑前期

食品機能学特論 ⚒単位 選択 ⚑前期

公衆衛生学特論 ⚒単位 必修 ⚑後期

食品衛生学特論 ⚒単位 選必 ⚑後期

食品衛生学特論実験 ⚒単位 選必 ⚑後期

バイオテクノロジー特論 ⚒単位 選択 ⚑後期

生化学特論 ⚒単位 選択 ⚑後期

プレゼンテーション技術演習 ⚒単位 選択 ⚑後期

⚒年次 学術論文作成法 ⚒単位 選択 ⚒前期

⚑・⚒年次 健康栄養科学特別総合実験・演習 ⚘単位 必修 ⚑～⚒通年

合 計 30単位
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社会人長期履修モデル（⚔年間）
（健康栄養教育学分野・長期履修モデル）

⚑年次 健康栄養科学特論 ⚒単位 必修 ⚑前期

健康スポーツ栄養学特論 ⚒単位 選択 ⚑後期

公衆衛生学特論 ⚒単位 必修 ⚑後期

プレゼンテーション技術演習 ⚒単位 選択 ⚑後期

⚒年次 健康教育学特論 ⚒単位 選必 ⚒前期

栄養教育学特論 ⚒単位 選必 ⚒後期

健康体力科学特論 ⚒単位 選択 ⚒後期

⚓年次 栄養教育学特論演習 ⚒単位 選必 ⚓前期

健康教育学特論演習 ⚒単位 選必 ⚓後期

食行動科学特論 ⚒単位 選択 ⚓後期

⚔年次 学術論文作成法 ⚒単位 選択 ⚔前期

⚑～⚔年次 健康栄養科学特別総合実験・演習 ⚘単位 必修 ⚑～⚔通年

合 計 30単位

（食品安全学分野・長期履修モデル）

⚑年次 健康栄養科学特論 ⚒単位 必修 ⚑前期

食品機能学特論 ⚒単位 選択 ⚑前期

公衆衛生学特論 ⚒単位 必修 ⚑後期

プレゼンテーション技術演習 ⚒単位 選択 ⚑後期

⚒年次 食物アレルギー学特論 ⚒単位 選必 ⚒前期

生化学特論 ⚒単位 選択 ⚒後期

食品衛生学特論 ⚒単位 選必 ⚒後期

⚓年次 食物アレルギー学特論実験 ⚒単位 選必 ⚓前期

食品衛生学特論実験 ⚒単位 選必 ⚓後期

バイオテクノロジー特論 ⚒単位 選択 ⚓後期

⚔年次 学術論文作成法 ⚒単位 選択 ⚔前期

⚑～⚔年次 健康栄養科学特別総合実験・演習 ⚘単位 必修 ⚑～⚔通年

合 計 30単位
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健康栄養科学専攻修士課程授業科目および担当教員

科目名 単位 担当教員

健康栄養科学特論 ⚒ 医学博士 木村浩一＊
博士（教育学） 侘美 靖
医学博士 續 佳代
博士（農学） 峯尾 仁
博士（農芸化学） 渡部俊弘
博士（保健学） 小塚美由記
博士（学術） 佐々木将太
博士（農学） 檜垣俊介
博士（食品栄養学） 藤井駿吾

公衆衛生学特論 ⚒ 博士（医学） 杉浦弘明

プレゼンテーション技術演習 ⚒ 医学博士 木村浩一＊
医学博士 續 佳代
博士（農学） 峯尾 仁
博士（学術） 佐々木将太
博士（農学） 檜垣俊介
博士（食品栄養学） 藤井駿吾

学術論文作成法 ⚒ 博士（農学） 峯尾 仁

健康体力学特論 ⚒ 博士（教育学） 侘美 靖

食行動学特論 ⚒ 博士（保健学） 小塚美由記＊
兼担 白幡亜希

健康スポーツ栄養学特論 ⚒ 博士（学術） 佐々木将太＊
博士（食品栄養学） 藤井駿吾

食品機能学特論 ⚒ 博士（農学） 峯尾 仁＊
博士（農学） 檜垣俊介

生化学特論 ⚒ 博士（食品栄養学） 藤井駿吾

バイオテクノロジー特論 ⚒ 医学博士 木村浩一

健康教育学特論 ⚒ 博士（教育学） 侘美 靖

健康教育学特論演習 ⚒ 博士（教育学） 侘美 靖

栄養教育学特論 ⚒ 博士（保健学） 小塚美由記＊
兼担 白幡亜希

栄養教育学特論演習 ⚒ 博士（保健学） 小塚美由記

食物アレルギー学特論 ⚒ 医学博士 續 佳代

食物アレルギー学特論実験 ⚒ 医学博士 續 佳代

食品衛生学特論 ⚒ 博士（農学） 峯尾 仁

食品衛生学特論実験 ⚒ 博士（農学） 峯尾 仁

健康栄養科学特別総合実験・演習 ⚘ 医学博士 木村浩一＊
博士（教育学） 侘美 靖
医学博士 續 佳代
博士（農学） 峯尾 仁
博士（農芸化学） 渡部俊弘
博士（保健学）小塚美由記

＊評価責任者

― 104 ― ― 105 ―



修士学位論文のスケジュール
⚑．審査の流れ（修士修了までのスケジュール表）

入 学

↓

履 修 及 び 修 士 論 文 作 成 の 流 れ

（⚑年次前期）
・研究指導教員の決定
・修了要件（30単位以上）までの履修計画指導
○修士論文の研究課題の決定、文献等調査（⚑単位相当）
・専攻共通科目「健康栄養科学特論」（必修⚒単位）の受講
・分野専門科目履修（前期配当の選択必修⚔単位以上）の受講
・専門基礎科目（前期配当の選択科目⚔単位以上）の受講
・研究科共通科目（前期配当の選択科目）の受講

（⚑年次後期）
・分野専門科目履修（後期配当の選択必修⚔単位）の受講
・専門基礎科目（後期配当の選択科目⚔単位以上）の受講
・研究科共通科目（後期配当の選択科目⚒単位）の受講
○修士論文研究計画書の提出、実験・実習開始（倫理委員会承諾後）（⚑単位相当）

（⚒年次前期）
・専攻共通科目（前期配当の選択科目⚒単位）の受講
○修士論文研究計画の実施、研究進捗状況の発表会（⚑回目）（⚓単位相当）

（⚒年後期）
○研究計画の実施、研究の中間発表会（⚒回目）（⚓単位相当）
○学位論文審査
①修了要件30単位以上の取得の確認（⚑月）
②指導教員を通じての発表会用論文要旨および仮綴じ修士論文の提出（⚑月）
③研究科委員会による受理可否（⚑月）
④修士論文発表会（最終試験）（⚒月）
⑤研究科委員会による最終審査（⚒月）
⑥学長決裁において決定

↓

修士（健康栄養科学）学位授与

⚒．提出書類
北海道文教大学大学院健康栄養科学研究科学位論文に関する取扱細則第⚓条、および北海道文教大学大学院健
康栄養科学研究科学位論文作成要領に従い、以下の書類を提出する。
⑴ 学位論文審査願（様式⚑） ⚑部
⑵ 学位論文 正⚑部・副⚒部
⑶ 学位論文概要 （様式⚒） ⚒部
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北海道文教大学大学院健康栄養科学研究科委員会規程
（平成27年⚓月26日 則 第⚑号）

（目 的）
第⚑条 この規程は、北海道文教大学大学院学則第48条の規定に基づき、北海道文教大学大学院健康栄養科学研
究科（以下「研究科」という。）の研究科委員会（以下「委員会」という。）の構成及び運営について必要な事
項を定めることを目的とする。

（構 成）
第⚒条 委員会は、次の各号に掲げる者をもって構成する。
⚑ 研究科長
⚒ 研究科担当の教員
⚓ その他研究科長が必要と認めた者

（審議事項）
第⚓条 委員会は、学則に定めるもののほか、次に掲げる事項を審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述べ
るものとする。
⚑ 研究科の教育課程の編成に関する事項
⚒ 入学試験等に関する事項
⚓ 研究科に係わる諸規定の制定及び改廃に関する事項
⚔ 研究科に係わる自己点検・評価に関する事項
⚕ 前⚔号に掲げるもののほか、研究科の教育研究に関する重要な事項で、委員会の意見を聴くことが必要なも
のとして学長が定めるもの

（議 長）
第⚔条 委員会は、研究科長がこれを招集し、議長となる。
⚒ 研究科長に事故があるときは、あらかじめ研究科長が指名した者がその職務を行う。

（会 議）
第⚕条 委員会の会議は、定例会議及び臨時会議とし、定例会議は原則として毎月⚑回開催する。
⚒ 研究科長は、会議開催の日時、場所及び議題等をあらかじめ構成員に通知するものとする。

（定足数及び議決）
第⚖条 委員会は、構成員の⚓分の⚒以上の出席をもって成立する。
⚒ 委員会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（構成員以外の者の出席）
第⚗条 研究科長又は委員会は、必要に応じ、構成員以外の者の出席を求めて、意見を聴くことができる。

（事 務）
第⚘条 この委員会の事務は、学務部教務課が行う。

（改 廃）
第⚙条 この規程の改廃は、委員会の議を経て理事会が行うものとする。

附 則
この規程は、平成27年⚔月⚑日から施行する。

附 則
この規程は、平成29年⚔月⚑日から施行する。
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健康栄養科学研究科ティーチング・アシスタント選考基準内規
（採用資格）
第⚔条 TA
本学大学院の修士課程在学する者で、人物および見識が優れ、成績優秀な大学院生の中から採用する。
⚒ TAの選考基準は、各研究科において内規を定める。

⚔条 ⚒に関する健康栄養科学研究科のTA選考基準の内規
TA候補者は、以下の項目のいずれかに該当する者をとする。
⑴ 研究科における⚑年前期の大学院授業科目評価がGPA3.0以上で良好であり、所定の年限で修了が見込
める者
⑵ その他、研究科長が優秀と認めた者（大学院入試において優秀な成績を修めた者等）

令和⚔年⚔月⚑日より適用

北海道文教大学大学院健康栄養科学研究科
学位論文に関する取扱細則

（平成28年⚔月27日 程 第⚒号）

（趣 旨）
第⚑条 この細則は、北海道文教大学大学院健康栄養科学研究科（以下「研究科」という）学位論文の取扱いに
関して、北海道文教大学学位規程（以下「学位規程」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定める。

第⚒条 研究科における学位は、学位規程第⚒条による修士の学位とする。

（審査の出願）
第⚓条 学位規程第⚕条の規程により学位論文の提出を行う場合は、指導教員を通じて次の各号の書類を提出す
るものとする。
⑴ 学位論文審査願（様式⚑） ⚑部
⑵ 学位論文 正⚑部・副⚒部
⑶ 学位論文概要（様式⚒） ⚒部

（願出の期限）
第⚔条 第⚔条 学位論文の審査書類の提出は、課程修了期となる⚑月第末日又はその翌期の⚗月末日とする。

（審査の付託）
第⚕条 研究科委員会は学位規程第⚖条の規程により学位論文の審査を付託されたときは、その審査を審査委員
に付託するものとする。

（審査委員の指名）
第⚖条 研究科長は学位論文毎に指導教員以外の本研究科教員を主査候補者とし、他に本研究科委員の中から⚑
名以上の副査候補者を選び、主査・副査候補者名簿（様式⚓）により学長に推薦しなければならない。
⚒ 前項の副査候補者のほかに、他の大学院又は研究所等の教員等を加える場合は、当該副査候補者の研究歴を
含む履歴書を添付しなければならない。
⚓ 学長は研究科長から推薦のあった主査・副査候補者について、研究科委員会の議を経て主査及び副査を指名
する。
⚔ 指名された主査・副査がやむを得ない理由により審査を行うことができない場合は、研究科委員会の議を経
て変更することができる。
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（審査委員会）
第⚗条 研究科委員会は学位論文毎に審査委員会を組織する。
⚒ 審査委員会は、前条第⚓号で指名された主査及び副査で構成する。
⚓ 研究科長は、審査委員会を総括する。

（公開発表会）
第⚘条 研究科長は学位審査のため提出された学位論文についての公開発表会を開催しなければならない。
⚒ 研究科長は、公開発表会の日程等を公開発表会日程通知（様式⚔）により学長に提出し、論文申請者に通知
するとともに、開催日を公示しなければならない。
⚓ 審査委員は、公開発表会に出席するものとする。

（学位論文の審査）
第⚙条 審査委員会は論文の審査及び最終試験を行うものとする。
⚒ 前項の最終試験は公開発表と兼ねて行うことができる。

（学位論文の審査及び最終試験の期限）
第10条 学位論文の審査及び最終試験の期限は、課程修了期となる⚒月中旬及びその翌期の⚘月中旬までに終了
しなければならない。ただし、特別の事由があるときは、研究科委員会の議を経て、その期限を延長すること
ができる。

（学位論文の審査及び最終試験の報告）
第11条 主査は、学位論文の審査及び最終試験の結果を、論文審査及び最終試験の結果報告（様式⚕）により速
やかに研究科委員会に報告しなければならない。

（学位論文の保管）
第12条 修士を授与した学位論文は、本学図書館に保管するものとする。

（改 廃）
第13条 この細則の改廃は、健康栄養科学研究科委員会の議によるものとする。

附 則
⚑．この細則は、平成27年⚔月⚑日から施行する。
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様式⚑

学位論文審査願

年 月 日

学 長 殿

大学院修士課程 専攻

申 請 者 氏 名 ㊞

北海道文教大学学位規程第⚕条の規定により、下記の論文に関係書類を添えて提出しますので審査願
います。

記

論 文 題 目：

（ ）

※ 論文題目を外国語で記述する場合は、和訳を（ ）内に併記すること。

指導教員氏名 ㊞



― 110 ― ― 111 ―

様式⚒

学位論文概要
年 月 日

学 長 殿

大学院修士課程 専攻

申 請 者 氏 名 ㊞

北海道文教大学学位規程第⚕条の規定により、下記の論文に関係書類を添えて提出しますので審査願
います。

記
論 文 題 目：

（ ）

※ 論文題目を外国語で記述する場合は、和訳を（ ）内に併記すること。

概 要



A⚔版、字体：MS明朝、サイズ：10.5、横書き：44字×45行（2000字以内）

― 110 ― ― 111 ―



様式⚓

主査・副査候補者名簿

年 月 日

学 長 殿

大学院修士課程 専攻

研 究 科 長 ㊞

論文審査申請者 論文題目 主査・副査候補者氏名 備 考

主査
副査

主査
副査

主査
副査

主査
副査

主査
副査

主査候補者は指導教員とし、副査候補者は本研究科委員の中から⚑名以上とすること。
前項の副査候補者のほかに、他の大学院又は研究所等の教員等を加える場合は、備考欄に「他機関」と記入し研
究歴を含む履歴書を添付すること。

― 112 ― ― 113 ―



様式⚔

公開発表会日程通知

年 月 日

学 長 殿

大学院修士課程 専攻

研 究 科 長 ㊞

論文審査申請者 論文題目 日 時 場 所
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様式⚕

論文審査及び最終試験の結果報告

年 月 日

学 長 殿

主 査 ㊞
副 査 ㊞
副 査 ㊞

専 攻

氏 名

論 文 題 目：

判 定

論文審査の結果 最終試験の結果

※ 判定は「合格」又は「不合格」で記入すること。

審査年月日

論 文 審 査 最 終 試 験

年 月 日から
年 月 日まで

年 月 日

※ 審査期間は主査・副査の指名があった日以降提出期限までの期間とし、最終試験は論文審査最終日又はそれ
以降とすること。

審 査 所 見

※ 審査所見は問題があった場合に記入し、問題がない場合は必要としない。
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北海道文教大学大学院健康栄養科学研究科学位論文作成要領
（平成28年⚒月24日 程 第⚑号）

（趣 旨）
第⚑ この要領は、学位規程及び学位論文に関する取扱細則に定めるもののほか、学位論文の取扱いに関し必要
な事項を定める。

（学位論文）
第⚒ 論文は、修士課程に⚑年以上在学し、所定の科目について30単位（「特別課題研究」⚖単位を含む）以上を
修得見込み者が提出することができる。

（指導教員）
第⚓ 指導教員は、本大学院の人材育成目的を達成するため、履修すべき選択必修科目を指導する。⚑年次前期
末（定期試験完了を目処とする。秋季入学者は以下、半期の読替をする。）までに指導教員⚑名、必要のある場
合は副指導教員⚑名を決め、その指導の下「特別課題研究」を履修・完成するものとする。但し、特別の事由
があるときは、研究科委員会の承認を得て指導教員を変更することができる。変更の申請は毎学期の定期試験
完了までに提出しなければならない。

（論文計画）
第⚔ 指導教員と相談の上、⚑年次前期から計画し、⚑年次の後期に、「修士論文計画書（所定用紙）」を指導教
員を経て、研究科委員長に届け出なければならない。

（論文計画の変更）
第⚕ 特別の事由があるときは、計画及び課題のテーマを変更することができる。その変更申請は、研究科委員
会の承認を必要とする。申請は毎学期末までとし、新たな「修士論文計画書（所定用紙）」を提出しなければな
らない。

（中間発表）
第⚖ 学位論文の公開発表会のために中間発表を行わなければならない。中間発表の時期は課程修了年次の10月
又は⚔月（翌期の審査）とし進捗状況を報告し、かつ指導を受けるものとし、その後の研究進展に役立てるこ
ととする。研究科委員会の判断によって再度の発表を要求される場合がある。

（最終発表）
第⚗ 最終発表は課程の学力認定試験でもあり、公開発表会として行わなければならない。時期は課程修了期と
なる⚒月中又は⚘月中とする。

（論文提出方法）
第⚘ 提出論文の形式は「北海道文教大学研究紀要投稿要領」に準拠する。英文での執筆の場合、論文に日本語
の要旨を加える。論文を提出後、公開発表会を受けなければならない。公開発表会においては、論文を説明し、
審査委員の質問に答えなければならない。公開発表会の結果は研究科委員会に提出するものとする。

附 則
この要領は、平成28年⚔月⚑日から施行する。
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修士論文計画書
年 月 日 提出

学 籍 番 号 氏 名

①論文題目（論文題目を外国語で記述する場合は、和訳を〔 〕内に併記すること。）

〔 〕

②研究内容

③研究計画

指 導 教 員 ㊞ 副指導教員
（必要のある場合のみ）

㊞
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北海道文教大学大学院健康栄養科学研究科
修士論文の審査体制と認定・評価基準に関する申し合わせ

Ⅰ 審査体制
「学位論文に関する取り扱い細則」第⚗条に基づき審査委員会を組織する。

Ⅱ 認定・評価基準
健康栄養科学研究科の専攻は「健康栄養教育学分野」と「食品安全学分野」の⚒分野であるため、多岐にわた
る修士論文が提出される。それぞれの分野の論文の特性に応じて、各種の学問的方法論に基づいた客観的、合理
的な分析であるかを基準にして評価する必要がある。特に本研究科の理念と目的である「健康栄養科学に関する
幅広い専門知識と技術の習得により、地域や国際社会に指導的立場で貢献できる人材の養成」に合致するかとい
う観点からの審査がなされる。
審査にあたっては、修士論文が学術的意義、新規性、創造性、応用的価値を有し、また、学位申請者が研究の
推進能力、研究成果の論理的説明力、研究分野に関連する幅広い専門的知識、倫理性などを有しているかを複数
の審査員で構成される審査委員会により審査する。
審査委員会は、以下の項目について中間発表会・公開発表会（最終試験）における質疑応答を含めて修士論文
を審査し、総合的に合否を判断する。

⑴ 主査教員と副査教員の査読
① 研究の意義や目的を十分に理解して明確に記述されているか。
② 論文完成までの過程において、適切な研究方法、論証方法を採用して具体的な分析・考察がなされてい
るか。

③ 論文の構成が適切で、読みやすく記述されているか。
④ 文献の引用や学内外における調査が必要とされるテーマについては、その文献解読や調査研究に必要と
なる知識と能力が十分なレベルに達しているか。

⑵ 中間発表会
① 発表態度、言語表現が適切であるか。
② 修士論文研究の意義や目的を正しく理解し、論文作成に当たっての問題意識が明確であるか。
③ 設定したテーマに関するこれまでの成果について正しく理解しているか。
④ 論文完成までの計画について、具体的に表示できたか。
⑶ 公開発表会（最終試験）・口頭試問
① 研究の意義や目的を正しく十分に理解しているか。
② 限られた時間内に適切に伝え、結果を分かりやすく表現できたか。
③ 質問に対して適切かつ正確に応答できたか。
④ 結果に至るまでの過程を十分に理解しているか。
⑤ 結果に対する考察を論理的かつ明快に表明できたか。
⑷ 審査委員会（最終合否判断）
① 修士としての十分な知識を修得し、問題を的確に把握し、解明する能力を身につけているか。
② 設定したテーマの研究について、問題を的確に把握し、適切な研究方法、調査方法を採用しているか。
③ 論文の記述（本文、図表、引用、文献など）が適切で、結論に至るまで首尾一貫した論理構成になって
いるか。

④ 論文が理論的見地または実証的見地から見て、独自の価値を有するものとなっているか。

附 則 この申し合わせは、平成29年11月⚘日より適用する。
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